














スと掛け合わせ、胃がんにおいて p53 遺伝子が持つ機能を解明する。p53 喪失により、がんの
悪性化が予測されるが、その悪性化にどのような p53 標的遺伝子群が関わるのか、明らかにし
たいと考えている。これまでに消化器がんモデルマウス(K19-Wnt1/C2mE transgenic mouse)
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